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１ 背景と現況

海洋プラスチックごみ問題、気候変動問題等への対策として、国内におけるプラスチックごみの減量、資源化のさらなる推

進が求められています。令和４年４月に「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」が施行され、市町村がプラス

チック使用製品廃棄物の分別収集や再商品化に努めるよう規定されました。

市では、さらなるプラスチックごみの資源化について検討するため、従来のプラスチック製容器包装に加え、容器包装以外

のプラスチック使用製品（以下、本報告において「プラスチック製品」という。）を資源として一括して収集するモデル事業

を行いました。

１ プラスチックごみ一括回収モデル事業実施の背景

２ 大津市のプラスチックごみの現況

現在は、プラスチックごみのうちプラスチック製容器包装を分別収集し、資源化施設で選別・圧縮・梱包した後、指定法人

に引渡しています（引渡し量の推移は、下表１の資源化量を参照）。引渡し後は、入札により決定した県内の民間再生処理事

業者においてパレット（運搬用資材）等への再商品化が行われています。一方、プラスチック製品は、燃やせるごみとして

扱っています。プラスチックごみの分別の例は、下図１のとおりです。

プラスチックごみ（プラスチック使用製品廃棄物）

プラスチック製容器包装 プラスチック製品

玉子のパック、
カップ麺の容器、
レジ袋、トレー、
緩衝材等

タッパー、
プラカップ
プラバケツ、
プラハンガー等

図１ プラスチックごみの分別例

表１ プラスチック製容器包装の収集量と資源化量の推移
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２ モデル事業の概要

２ 日程

プラスチックごみの一括回収を実施した場合のごみ量やごみ

質の変化等の影響を推定するため、北部・中部・南部より各１

地区、計３地区に協力を得て、２か月間実際にプラスチック使

用製品廃棄物を一括回収し、排出量の測定及び分類調査を行い

ました。調査の状況は右図２－１のとおり。

１ 概要

モデル事業は、以下の日程で実施しました。一括回収の影響による変化を把握するため、10月をプラスチック製容器包装の

みを対象とする比較対照期間としました。

日 程 実 施 内 容 備 考

令和6年10月 比較対照期間
収集対象：プラスチック製容器包装

・週1回収集

令和6年11～12月 一括回収期間
収集対象：プラスチック製容器包装＋プラスチック製品

・週1回収集

令和6年12月17、18日 12月上旬の収集ごみを対象に組成調査を実施

令和7年1月 モデル事業実施地区を対象にアンケート調査を実施

図２－１ 分類調査実施状況
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２ モデル事業の概要

３ モデル事業の依頼及び周知

モデル事業の実施にあたり、市内３地区の約６００世帯に対し、下図２－２のチラシを配布を行いました。

１０月はプラスチック製容器包装のみ、１１月と１２月の一括回収では、「すべてプラスチックでできたもの」「４０ｃｍ

未満のもの」「汚れ・臭いのないもの」を排出していただくようにお願いしました。

図２－２ 配布したチラシ
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３ モデル事業の結果

１ 収集量の変化

比較対照期間及び実証実験実施期間の収集量は、表３-１のとおりとなりました。回収量を世帯数で除したものを排出原単

位（世帯当たりの回収量）とし、排出原単位の推移及び排出原単位の月平均値の推移を算出しました。排出原単位の月平均値

をみると、対象期間である10 月は一世帯当たり255g であったのに対し、一括回収を実施していた11 月、12 月はいずれも一

世帯当たり323g と、一世帯当たり約70g 程度、重量ベースで26.65%増加しました。この増加率は、先行して実証事業を実施

した他都市と同程度となります。

収集方式 収集日 収集量(kg) 排出原単位(g/世帯)

表３－１ 収集量の変化

27%増
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３ モデル事業の結果

２ 分類調査の結果（１／３）

一括回収によって集まったプラスチックごみは、下表３－２のとおりに分類項目を定め、分類項目ごとに重量・容積を計測

しました。重量ベースでの割合は、次頁の図３－１、３－２の円グラフに示します。

表３－２ 分類調査結果
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３ モデル事業の結果

２ 分類調査の結果（２／３）

図３－１が汚れで分類せずに割合を示したグラフで、図３－２が汚れで分類した割合を示したグラフです。プラスチッ

ク製容器包装で２７％、プラスチック製品で２％の汚れたプラスチックが排出されていました。分別基準外のごみの排出

は、８．６％ありました。

図３－１ 重量割合(汚れ分類なし) 図３－２ 重量割合(汚れ分類あり)

(77.5%)プラスチック製容器包装

(10.5%)プラスチック製品

(  8.6%)分別基準外

(  3.4%)指定ごみ袋

(５０.５%)きれいなプラスチック製容器包装

(２７.０%)汚れたプラスチック製容器包装

( ８.５%)きれいなプラスチック製品

(  ２.０%)汚れたプラスチック製品

(  ８.６%)分別基準外

(  3.4%)指定ごみ袋
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複合素材（玩具、金属部品有、小型家電） ４０ｃｍ以上の大きさ かん

燃やせるごみ（紙類等） ゴム製品 ペットボトル

３ モデル事業の結果

２ 分類調査の結果（３／３）

分別基準外のごみとしては、以下のようなごみを確認しました。今回の事業では、リチウムイオン電池を使用した製品

の廃棄物の混入はありませんでした。

図３－３ 分別基準外品の例
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３ モデル事業の結果

３ 素材別分類調査の結果

汚れのないきれいなプラスチック製容器包装及びプラスチック製品の試料の一部（計30kg）について素材別の分類をし

たところ、結果は以下のとおりでした。

表３－３ 容器包装(きれいなもの)の素材別分類

表３－４ プラスチック製品（きれいなもの)の素材別分類

図３－３ 容器包装(きれいなもの)の素材別分類

(19.9%)PE

(26.0%)PP

(18.0%)PS

(20.2%)PET

(  0.2%)PVC・PVDC

(１０.2%)その他

(  5.6%)アルミ蒸着

図３－４ プラスチック製品（きれいなもの)の素材別分類

(13.0%)PE

(60.6%)PP

(  1.8%)PS

(  6.8%)PET

(10.8%)PVC・PVDC

(  7.0%)その他
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３ モデル事業の結果

４ アンケート調査の概要（１／２）

一括回収モデル事業を実施した地区の世帯を対象として、一括回収に係る市民の意見や課題等について整理するため、

一括回収の実施後にアンケート調査を行いました。

【調査対象】

一括回収モデル事業の実施対象地区世帯

【調査方法】

調査対象となる５７２戸に対し、アンケート票をポスティング

回答方法は、アンケート票に記入し郵送又は、Ｗｅｂ回答フォームより回答を送信

【調査期間】

調査票の配布期間：令和７年１月14日・15日

調査票の回収期限：令和７年１月31日

【内容】

アンケート票は次頁、図３－４、図３－５のとおり。

【回答数及び回収率】

回答数 １７７件（郵送１４２件、Ｗｅｂ回答３５件）

回収率 ３０．９％
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３ モデル事業の結果

４ アンケート調査の概要（２／２）

図３－４ アンケート票表面 図３－５ アンケート票裏面 １０
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３ モデル事業の結果

５ アンケート調査の結果（１／８）

一括回収モデル事業を実施した地区の世帯を対象として、一括回収に係る市民の意見や課題等について整理するため、

一括回収の実施後にアンケート調査を行いました。
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３ モデル事業の結果

５ アンケート調査の結果（２／８）
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３ モデル事業の結果

５ アンケート調査の結果（３／８）
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３ モデル事業の結果

５ アンケート調査の結果（４／８）
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３ モデル事業の結果

５ アンケート調査の結果（５／８）
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３ モデル事業の結果

５ アンケート調査の結果（６／８）
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３ モデル事業の結果

５ アンケート調査の結果（７／８）
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３ モデル事業の結果

５ アンケート調査の結果（８／８）

※全６９件から一部抜粋
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４ 考察

１ 一括回収による回収量増加について（１／２）

調査結果から一括回収によって全体の重量が26.65%増加すると仮定すると、令和２年度の総量を仮に100とした場合の今

回調査の重量は126.65となります。ここに、各年度の組成調査で得られた比率を乗ずることで、区分ごとの増加率が算定

できます。区分ごとの増加率は、表４－１のとおり。処理フロー上の量の変化は、図４－１のとおり。

令和２年度調査結果に対して、今回の調査では、容器包装が1.06（6%増加）、プラスチック製品が3.41（241%増加）、

分別基準外2.80（180%増）という結果となりました。一括回収により、プラスチック製品だけでなく容器包装の回収にも

増加の効果があったことがわかります。また、回収の対象が増えたことにより、副次的に分別基準外の量も増加すること

を確認しました。
表４－１ 一括回収による回収量増加の検討結果

プラスチック製容器包装

プラスチック使用製品

77.5%
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４ 考察

１ 一括回収による回収量増加について（２／２）

図４－１ 処理フロー上の量の変化

収集量が26.65%増加した場合
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４ 考察

２ 一括回収に係る費用の概算について

一括回収に伴う処理コストを算出し、現行に対する変化を計算しました。

計算は、基本的には「プラスチック資源循環に関する一括回収等への移行に向けた市区町村向け手引き（令和６年６月 

環境省）（（以下、「プラ資源循環に向けた手引き」とする。）」で例示された方法により行いますが、市で整理済の

データがある場合は、そのデータを活用しました。

一括回収実施による、コストの変化を計算しました。計算結果は、表４-２のとおり。さらに、他都市の実績を基に、一

括回収開始後の重量増加率が最終的には、10％程度に落ち着くものと仮定した場合、表４－３のとおりとなります。

コスト削減の要因としては焼却量削減による効果があります。一方、コスト増加の要因としては、収集運搬工程におけ

るコスト増、資源化施設におけるコスト増、再生処理におけるプラスチック製品分の費用負担の発生によるコスト増が挙

げられます。

なお、本試算においては、人件費等が重量増加率と同率で増えるものとして計算を行っていますが、現行体制で吸収で

きる程度であれば、人件費等の増加はより少なくなると考えられます。

表４－２ 一括回収によるコストの比較（重量27%増加の場合）（単位：円/年）

２１

表４－３ 一括回収によるコストの比較（重量10%増加の場合）（単位：円/年）
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４ 考察

３ 一括回収に係る温室効果ガス排出量の概算について

一括回収に伴う温室効果ガス排出量を算出し、現行に対する変化を計算しました。

計算は、基本的には「プラ資源循環に向けた手引き」で例示された方法により行いますが、市で整理済のデータがある場

合は、そのデータを活用しました。

一括回収実施による、収集運搬工程の燃料の増加、資源化施設の電気使用量の増加、ベールの運搬による燃料の増加、

再生処理における温室効果ガス削減効果（再生時のバージン材料削減による効果）、焼却量削減による効果等の、増減分

の影響を計算しました。

年間温室効果ガス排出量についてトータルで見た場合、削減効果が増加量を上回っています。計算結果は表４－４、４

－５のとおり。

２２

表４－４ 一括回収による温室効果ガス排出量の増減（重量27%増加の場合）
（単位：トン-CO2/年）

表４－５ 一括回収による温室効果ガス排出量の増減（重量10%増加の場合）
（単位：トン-CO2/年）
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４ 考察

４ まとめ

大津市においてプラスチックごみの一括回収を試験的に実施した結果、一括回収によりプラスチック回収量は26.65%増

加することが確認されました。これは、プラスチック製品分の増加に加え、容器包装についても約6%増加しており、プラ

スチック類全般の分別・収集に寄与していることが伺えます。ただし、今回のモデル事業では確認されなかったものの、

他都市の事例を参考にするとリチウムイオン電池が混入するおそれがあり、その対策をすることが望ましいと思われます。

併せて市民への十分な周知と協力の呼びかけも重要です。

市民へのアンケート調査においては、約75%が「一括回収の方がわかりやすい」と回答し、同じく約75%が「ごみを出し

やすくなった」と回答しています。また、プラスチックごみの分別収集がごみ減量や環境保全に役立つかという質問に対

しては約86%が「はい」と回答し、プラスチックリサイクルの対象拡大についても約86%が「賛成」と回答しています。こ

れらの結果から、市民の一括回収に対する受容性も高いことが確認されました。

費用については、概算で約600万～2,200万円／年の増となり、温室効果ガス排出量は、約240～650トン-CO2／年の減と

なりました。

２３
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